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学
園
の
発
展
や
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
な
ど
で
学
生
・
生
徒
の
指

導
に
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
「
後
藤
鉀
二
賞
」
の
平
成
十
七
年
度

受
賞
者
が
、
前
学
園
理
事
の
故
福
永
滋
弁
護
士
＝
享
年
（
71

）
＝
と

高
校
相
撲
部
顧
問
の
澤
田
勉
教
諭
（
53

）
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

故
福
永
氏
は
昭
和
六
十
三
年
四
月
の
理
事
就
任
以
来
、
昨
年
五
月

二
十
五
日
に
死
去
さ
れ
る
ま
で
、
学
園
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
、
弁
護
士
の
立
場
か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し 

    て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
澤
田
教
諭
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
に
名

電
高
校
の
社
会
科
教
諭
と
な
り
、
五
十
三
年
四
月
か
ら
相
撲
部
顧
問

を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
高
校
相
撲
新
人
選
手
権
で
二

回
優
勝
す
る
な
ど
、
相
撲
部
を
全
国
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。 

 

授
賞
式
は
一
月
二
十
日
午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
、
学
園
本
部
棟

五
階
の
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
故
福
永
氏
に
代
わ
っ
て
祐

子
夫
人
が
式
に
出
席
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

厳しい年を全員が力合わせて乗り切ろう  
 

学
園
本
部
の
大
学
移
転
を
検
討 

 
 

理
事
長 

 
 
  
 
 
 
 
 

学
長 

 

学
生
の
側
に
立
つ
教
育
推
進
を 

後
藤
淳
理
事
長
と
後
藤
泰
之
学
長
が
仕
事
始
め
式
で
年
頭
の
あ
い
さ
つ 

 
平
成
17
年
度
「
後
藤
鉀
二
賞
」 

 
前
理
事
の
弁
護
士
・
故 

福
永
滋
氏 

 

高
校
相
撲
部
顧
問
・
澤
田
勉
教
諭 

 

学
校
法
人
・
名
古
屋
電
気
学

園
の
創
立
九
十
三
周
年
を
祝
う

記
念
式
典
が
十
一
月
七
日
午
後

零
時
三
十
分
か
ら
、
名
電
高
校

の
講
堂
兼
体
育
館
・
喬
徳
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
㊤
。
後

藤
淳
理
事
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

学
園
の
発
展
を
支
え
て
き
た
教

職
員
の
努
力
に
感
謝
の
意
を
表

明
す
る
と
と
も
に
、
「
学
園
の

今
後
の
発
展
・
拡
大
に
は
、
皆

さ
ん
の
チ
カ
ラ
と
チ
エ
が
ど
う

し
て
も
必
要
で
す
」
と
さ
ら
な

る
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。
続

い
て
永
年
勤
続
者
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
勤
続
三
十
五
年
、
二
十

五
年
、
十
五
年
の
計
二
十
五
人

に
記
念
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
後
、
受
賞
者
を
代
表

し
比
嘉
俊
太
郎
・
大
学
工
学
部

都
市
環
境
学
科
教
授
が
お
礼
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
＝
永
年

勤
続
表
彰
者
一
覧
は
④
面
に
。 

 

ま
た
午
後
二
時
か
ら
は
、
覚

王
山
日
泰
寺
の
本
堂
で
平
成
十

七
年
度
学
園
物
故
者
法
要
が
し

め
や
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
＝
写

真
㊦
。
読
経
の
流
れ
る
中
、
こ

の
一
年
間
に
亡
く
な
っ
た
十
五

人
や
こ
れ
ま

で
の
学
園
関

係
物
故
者
の

た
め
、
次
々

と
焼
香
が
行

わ
れ
、
参
列

者
た
ち
は
心

か
ら
め
い
福

を
祈
っ
て
い

ま
し
た
。 

創立93周年祝い式典開く 
しめやかに物故者法要も   

写
真
㊤
は
あ
い
さ
つ
す
る
後
藤
淳
理
事
長
㊨

と
後
藤
泰
之
学
長
㊧
、
写
真
㊨
は
あ
い
さ
つ

を
聞
く
学
園
職
員
㊤
大
学
教
職
員
㊦ 

 平成18年の仕事始め式が１月

７日に行なわれ、後藤淳・学園

理事長は組織力を高めるため、

学園本部の大学移転を検討中で

あることを明らかにしました。

また後藤泰之・学長は「大学全

入時代」を迎え、教職員一丸で

の対応推進を要請しました。 

 

学
園
の
仕
事
始
め
式
は
午
前

九
時
か
ら
本
部
棟
五
階
の
会
議

室
で
行
な
わ
れ
、
幹
部
職
員
ら

を
前
に
後
藤
理
事
長
が
「
厳
し

い
時
代
を
予
想
さ
せ
る
寒
い
お

正
月
だ
っ
た
。
チ
エ
と
チ
カ
ラ

を
出
し
合
っ
て
難
局
を
乗
り
切

ろ
う
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

大
学
は
午
前
十
一
時
か
ら
、

第
二
本
部
棟
五
階
会
議
室
で
仕

事
始
め
式
。
後
藤
学
長
は
「
昨

年
は
万
博
な
ど
、
大
学
を
中
心

に
情
報
発
信
が
で
き
た
。
こ
と

し
は
全
入
時
代
を
控
え
、
学
生

の
側
に
立
つ
教
育
を
推
進
し
た

い
」
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。 



平成18年１月15日（２） 第125号(新春合併号) 学 園 だ よ り 

 

清
野
さ
ん
に
博
士
号 

 

博
士
論
文
「
自
動
車
車
室
静

粛
化
の
研
究
～
直
方
体
閉
空
間

の
構
造
ー
音
響
系
連
成
問
題
の

解
析
～
」
が
審
査
に
パ
ス
し
た

会
社
員
・
清
野
（
せ
い
の
）
裕

之
さ
ん
（
36

）
＝
岡
崎
市
＝

へ
の
博
士
号
授
与
式
が
、
十
二

月
十
九
日
午
前
十
一
時
か
ら
大

学
本
部
棟
四
階
会
議
室
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。 

 
式
に
は
後
藤
泰
之
学
長
を
は

じ
め
稲
垣
愼
二
、
澤
五
郎
両
副

 

皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
暮
れ
か
ら
非
常
に
寒
い
日
が
続
き
、
き
ょ
う
も
雪
が
舞
っ
て

い
ま
す
。
厳
し
い
年
を
迎
え
た
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
こ
と
し
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
昨
年
一
年
は
、
万
博
を
は
じ
め
愛
知
県
で
は
色
々
な
行
事
が
あ
り
、
学
園
と
し
て
も
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
い
て
無
事
、
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
厳
し
い
寒
さ
の
お
正
月
を
「
身
の
縮
む
」
思
い
で
迎
え
た
の
は
、
こ
と
し
は
身
を
引
き
締
め
て

ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
間
も
な
く
入
学
試
験
が
始
ま
り
、
そ
の

結
果
に
よ
っ
て
は
来
年
度
の
学
園
の
体
制
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
、
影
響
を
受
け
る
と
い
う
毎
年
の
「
行
事
」
で
も

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
色
々
準
備
さ
れ
て
き
た
結
果
が
出
ま
す
が
、
教
育
の
環
境
は
年
々
、
厳
し
さ
の
度

合
い
を
強
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
厳
し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
年
度
の
途
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

新
年
度
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
、
「
ふ
だ
ん
」
以
上
の
努
力
、
力
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
取
り
組
み
を
進

め
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
学
と
高
校
の
職
員
会
議
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
厳

し
い
時
代
に
対
応
す
る
力
を
発

揮
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
到
底

取
り
組
み
が
う
ま
く
い
き
ま
せ

ん
。
特
に
学
園
の
方
々
は
、
大
学
を
含
め
て
学
園
全
体
を
取
り
ま
と
め
、
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、
自
分
た
ち
で

計
画
し
て
そ
れ
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
人
た
ち
で
す
。
そ
の
重
要
な
立
場
を
自
覚
し
て
頂
き
た
い
。 

 

い
ま
、
こ
の
学
園
本
部
敷
地
の
再
構
築
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
学
園
の
本
部
機
能
を
豊
田
市
の
大
学
に
移
す

こ
と
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
建
物
は
古
く
、
地
震
も
心
配
で
す
。
高
校
の
北
校
舎
が
完
成
し
て
五
年
に

な
り
ま
す
の
で
、
こ
ん
ど
は
附
属
中
学
の
校
舎
を
建
て
替
え
る
番
で
す
。
具
体
化
ま
で
に
は
ま
だ
少
し
時
間
が
か
か

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
中
学
の
立
て
替
え
だ
、
本
部
の
移
転
だ
と
い
っ
た
事
態
が
す
ぐ
来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
辺
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
、
迅
速
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

地
震
対
策
や
組
織
の
強
化
。
皆
さ
ん
方
は
学
園
の
中
枢
に
い
て
情
報
が
多
い
の
で
、
い
い
チ
エ
も
色
々
あ
る
と
思

い
ま
す
。
平
成
十
八
年
度
を
迎
え
る
準
備
を
急
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
力
を
貸
し
て
下
さ
い
。 

 

皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
寒
さ
で
本
当

に
身
の
引
き
締
ま
る
よ
う
な
新
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
昨
年
は
、
愛
知
工
業
大
学
に
と
っ
て
は
い
い
こ
と
が
色
々
あ

り
ま
し
た
。
経
営
情
報
科
学
系
大
学
院
が
ス
タ
ー
ト
し
、
本
山
キ
ャ
ン
パ
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
な
ん
と
い
っ

て
も
、
愛
知
万
博
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
い
長
久
手
町
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
大
学
と
し
て
も
「
万
博

大
学
」
な
ど
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
す
べ
て
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
い
い
一
年
で
、
大
学
を
中
心
に
色
々
な
情
報
を
発
信
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
い
よ
い
よ
「
大

学
全
入
時
代
」
を
迎
え
ま
す
。

以
前
、
「
危
機
感
の
共
有
」
と

い
っ
た
お
話
を
し
ま
し
た
が
、
先
生
方
全
員
が
同
じ
気
持
ち
で
臨
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
厳
し
い
時
代
に

対
応
す
る
た
め
、
昨
年
か
ら
教
育
の
改
善
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
立
場
に
立
っ
た
教
育
、
そ
れ
は
学
生
を
甘

や
か
す
こ
と
で
は
な
く
、
第
一
線
で
活
躍
で
き
る
技
術
者
を
育
て
る
、
指
導
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
す
。
空
回
り

に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、
学
生
の
意
欲
、
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
て
ほ
し
い
。
先
生
方
一
人
ひ
と
り
が
学
生
た
ち
を

引
っ
張
る
、
面
倒
見
の
よ
い
、
い
い
意
味
で
の
「
ガ
キ
大
将
」
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
二
〇
〇
九
年
に
は
、
愛
工
大

も
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
時
の
大
学
の
姿
を
今
検
討
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

学
長
、
指
導
担
当
の
安
田
仁
彦

工
学
部
機
械
学
科
教
授
ら
が
出

席
。
清
野
さ
ん
の
希
望
で
妻
・

貴
美
子
さ
ん
（
31

）
や
長
女

の
結
（
ゆ
い
）
ち
ゃ
ん
（
７
カ

月
）
が
見
守
る
中
、
後
藤
学
長

か
ら
博
士
（
工
学
）
の
学
位
記

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

後
藤
学
長
は
「
仕
事
を
し
な
が

ら
の
論
文
は
大
変
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
社
会
に

役
立
つ
研
究
を
続
け
て
く
だ
さ

い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。 

  

   

名 

古

屋

電

気

学

園 

 

 卒業（園）式 入学（園）式 

愛知工業大学 
３月23日（木）午前10時 

会場：鉀徳館 

４月５日（水）午前10時 

会場：鉀徳館 

愛知工業大学情報電子専門学校 
３月17日（金）午前10時 

会場：402講義室 

４月７日（金）午前10時 

会場：402講義室 

愛知工業大学名電高等学校 
３月１日（水）午前９時 

会場：喬徳館 

４月６日（木）午前９時 

会場：喬徳館  

愛知工業大学附属中学校 
３月16日（木）午前10時 

会場：愛名館 

４月６日（木）午前10時 

会場：愛名館 

愛知工業専門学校 
３月16日（木）午前10時 

会場：４階製図室 

４月10日（月）午前10時 

会場：４階製図室 

あいわ幼稚園 
３月15日（水）午前10時 

会場：遊戯室 

４月８日（土）午前10時 

会場：遊戯室 

 

愛 

和

学

園 

 名古屋電気学園と姉妹学園

の愛和学園は、各設置校の平

成17年度卒業（園）式と平成

18年度入学（園）式を上表の

日時・会場で開催します。 

後
藤
淳
理
事
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ
（
要
旨
） 

後
藤
泰
之
学
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ
（
要
旨
） 

卒業、入学式の日程 
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部門  高校名 テーマ 

 

優秀賞 

犬山（愛知） ヒメタイコウチを守れ！ 

岡崎（愛知）  斜面を転がる物体の加速度 

一宮（愛知） スプライトの研究 

奨励賞 

関（岐阜） 
ＮＯ２がアイビーの光合成量及び蒸散量に及ぼす影響について－PartⅡ 

インゲンマメにおける環境条件とＮＯ２障害発生との関係について 

武義（岐阜） 鶴形山のヒメハルゼミ 

岐阜農林（岐阜） 岐阜市・金華山の変形菌調査－２ 

一宮（愛知）  高校屋上で採取した宇宙塵について 

努力賞 

豊橋西（愛知） 汚染された水のカイワレダイコン生育への影響 

四日市西（三重） 矢合川の水質と水生生物に関する調査～ヤゴの生息状況からの考察～ 

吉城（岐阜） 台風23号の豪雨災害を追う 

一宮（愛知） ベンハムのこまに見られる色彩の原因についての考察 

津島（愛知）  
変形虹を求めて 

めざせ大空 モデルロケットでの挑戦 

東海南（愛知） 尿素の花（尿素結晶）の研究 

愛知工業（愛知） 土壌環境と植物の関係～土壌中の微生物や成分が植物に与える影響について～ 

 

優秀賞 

愛工大名電（愛知） スターリングエンジンのメカニズム ３ＤＣＧによるものづくり 

可児工業（岐阜）  電子制御指南車の製作 

浜松工業（静岡） 地震の揺れに耐えるための脚歩行型救助ロボットの研究 

奨励賞 

佐織工業（愛知）   
木製コースターの製作 

単三乾電池で走るエコカー開発に挑戦～カーボンモノコックフレームの製作～ 

愛知工業（愛知）   
音声認識を用いたロボット制御と音波の解析 

形状記憶合金（バイオメタル：人工筋肉）を用いたロボット制御 

岡崎（愛知） 反発係数の違いをモデル化する試み 

努力賞 
可児工業（岐阜） ３Ｄ－ＣＡＤと切削型ＲＰを用いたロボットデザイン 

津工業（三重） ビオトープ設計・施工におけるケーススタディーについて 

自 
 

然 
 

科 
 

学 
 

部 
 

門 

も 

の 

づ 

く 

り 

部 

門 

第
四
回
Ａ
Ｉ
Ｔ
サ
イ
エ
ン
ス
大
賞
の
各
賞
一
覧 

 

理
科
研
究
に
興
味
を
持
つ
若

者
を
育
成
す
る
た
め
、
東
海
四

県
の
高
校
生
に
研
究
発
表
し
て

も
ら
い
、
そ
の
成
果
を
顕
彰
す

る
第
四
回
「
Ａ
Ｉ
Ｔ
サ
イ
エ
ン

ス
大
賞
」
の
発
表
・
表
彰
式
が

十
一
月
十
二
日
、
大
学
10

号

館
と
Ａ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
を
会
場
に

開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
研
究

発
表
は
「
自
然
科
学
部
門
」
が

十
二
校
十
六
研
究
、
「
も
の
づ

く
り
部
門
」
が
七
校
十
研
究
。 

 

10

号
館
二
階
の
大
講
義
室

で
開
会
式
が
あ
り
、
後
藤
泰
之

学
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
「
自

然
科
学
」
は
二
階
、
「
も
の
づ

く
り
」
は
一
階
の
大
講
義
室

で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
件
五
分
の
持

ち
時
間
を
使
っ
て
ス
テ
ー
ジ
発

表
し
ま
し
た
。
午
後
に
は
Ａ
Ｉ

Ｔ
プ
ラ
ザ
一
階
で
パ
ネ
ル
展
示

発
表
が
行
わ
れ
、
審
査
員
が
説

明
方
法
や
展
示
内
容
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。 

 
午
後
三
時
三
十
分
か
ら
、

「
自
然
科
学
」
は
酒
井
忠
雄
・

応
用
化
学
科
教
授
（
写
真
㊧

㊤
）
、
「
も
の
づ
く
り
」
は
小

嶋
憲
三
・
工
学
部
長
（
電
気
学

科
教
授
＝
写
真
㊧
㊦
）
の
両
審

査
委
員
長
に
よ
る
講
評
と
審
査

結
果
の
発
表
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
「
自
然
科
学
」
で
は
犬
山

高
、
岡
崎
高
、
一
宮
高
、
「
も

の
づ
く
り
」
で
は
愛
工
大
名
電

高
、
可
児
工
業
高
、
浜
松
工
業

高
が
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
を
獲

得
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞
状
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
校
と

研
究
テ
ー
マ
な
ど
は
下
表
。 

名
電
な
ど
６
校
に
「
優
秀
賞
」 

 
第
四
回
Ａ
Ｉ
Ｔ
サ
イ
エ
ン
ス
大
賞
の
研
究
発
表
会
開
く 

 

自
然
科
学
、
も
の
づ
く
り
部
門
に
26

研
究 

パソコン画像を駆使して研究発表する高校生ら 
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文
部
科
学
省
選
定
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
地
震
情
報
活
用 

と
防
災
拠
点
形
成
に
よ
る
地
域

防
災
力
向
上
技
術
開
発
」
の
拠 

点
施
設
、
愛
工
大
の
地
域
防
災

研
究
セ
ン
タ
ー
（
正
木
和
明
セ

ン
タ
ー
長
）
で
十
二
月
十
五
、

十
六
日
、
防
災
端

末
を
設
置
し
た
三

河
地
区
の
企
業
関

係
者
を
集
め
た
説

明
会
が
開
か
れ
、

 永年勤続表彰の受賞者一覧（敬称略）＝１面参照 

【勤続35年】９人 

（大学）工学部都市環境学科教授・比嘉俊太郎▽工学部都市環境学科教

授・石田和人▽工学部応用化学科助教授・村田護▽基礎教育センター自

然科学教室教授・服部忠一朗          

（高校）教諭・浅尾幸吉▽教諭・川口敏隆▽教諭・加藤芳美▽教諭・高

橋力▽事務部課長補佐・小島登志子 

【勤続25年】７人 

（大学）経営情報科学部情報科学科教授・池田良夫▽基礎教育センター

総合教育教室教授・安藤光史▽学生支援本部エクステンションセンター

課長・大元司▽事務局総務課課長補佐・井沢清人 

（学園）事務局長・三輪博美▽事務局財務部経理課長・伊藤忍▽事務局

総務部総務課係長・宮島宝七子 

【勤続15年】９人 

（大学）工学部応用化学科教授・小林雄一▽経営情報科学部マーケティ

ング情報学科助教授・小島二郎▽経営情報科学部情報科学科助教授・水

野勝教 

（高校）教諭・鈴木英之▽教諭・松本裕一▽教諭・山田健一 

（学園）総合企画本部企画広報室長・後藤尚之▽総合企画本部ホーム

ページ室課長補佐・後藤幸樹▽事務局総務部人事課課長補佐・林敬二郎    

 
 

久
野
氏
と
藤
川
氏
に 

 

「
名
誉
教
授
」
の
称
号 

 

長
年
に
わ
た
っ
て
愛
工
大
工

学
部
の
教
員
を
つ
と
め
た
久
野

精
市
郎
氏
（
72

）
と
藤
川
壽
男

氏
（
70

）
に
九
月
五
日
、
「
名

誉
教
授
」
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
久
野
氏
は
機
械
学
科
特

任
教
授
、
藤
川
氏
は
都
市
環
境

学
科
教
授
で
三
月
に
退
職
。 

 

17
年
度
の
採
択
は
70
件 

 
  

愛
工
大
教
育
研
究
特
別
助
成 

 

大
学
教
員
の
研
究
を
支
援
す

る
平
成
十
七
年
度
の
「
愛
知
工

業
大
学
教
育
・
研
究
特
別
助

成
」
対
象
研
究
が
こ
の
ほ
ど
決

ま
り
ま
し
た
。
助
成
金
の
配
分

方
法
で
見
直
し
が
行
な
わ
れ
、

今
年
度
か
ら
従
来
の
「
教
育
」

「
研
究
」
に
「
経
常
的
教
育
経

費
」
を
加
え
た
三
分
野
と
な
り

ま
し
た
。
決
定
に
当
た
り
、
将

来
性
の
あ
る
研
究
を
重
点
に
絞

り
込
み
、
助
成
金
の
効
果
的
配

分
が
留
意
さ
れ
ま
し
た
。 

 

審
査
の
結
果
、
「
教
育
」
分

野
は
申
請
十
五
件
で
採
択
十
一

件
、
「
研
究
」
分
野
は
申
請
五

十
三
件
で
採
択
五
十
一
件
、
ま

た｢

経
常
的
教
育
経
費
」
分
野

は
申
請
十
九
件
で
採
択
八
件
と

な
っ
て
お
り
、
全
体
で
は
七
十

件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

姉
妹
校
提
携
を
し
て
い
る
中

国
・
東
南
大
（
南
京
市
）
へ
の

愛
工
大
代
表
団
、
学
生
代
表
団

が
九
月
か
ら
十
一
月
に
順
次
現

地
入
り
し
、
東
南
大
学
生
代
表

団
も
九
月
に
来
日
す
る
な
ど
交

流
が
一
段
と
進
み
ま
し
た
。 

 

澤
五
郎
副
学
長
を
団
長
と
す

る
愛
工
大
代
表
団
七
人
が
、
十

一
月
十
四
日
か
ら
七
日
間
に
わ

た
っ
て
訪
中
し
ま
し
た
。
一
行

は
、
十
五
日
朝
か
ら
東
南
大
を

表
敬
訪
問
。
今
後
の
交
流
計
画

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
ほ

か
（
写
真
㊤
）
、
電
気
工
程
系

愛
工
大
と
東
南
大
が 

さ
ら
に
交
流
深
め
る 

と
の
共
同
研
究
に
つ
い
て
も
協

議
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
江

蘇
省
教
育
庁
へ
の
表
敬
訪
問
や

二
教
員
に
よ
る
特
別
講
義
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

一
方
、
愛
工
大
の
学
生
代
表

団
（
成
田
国
朝
団
長
ら
二
十
三

人
）
は
九
月
十
一
日
か
ら
七
日

間
訪
中
し
、
十
二
日
に
は
東
南

大
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
（
写

真
㊥
）
。
ま
た
、
劉
国
興
副
主

任
を
団
長
と
す
る
東
南
大
学
生

代
表
団
十
一
人
は
九
月
十
九
日

か
ら
七
日
間
来
日
、
愛
工
大
の

計
算
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
見
学
し

ま
し
た
（
写
真
㊦
）
。 

 

地
震
情
報
端
末
が
本
格
稼
働
へ 

 
 

大
学 

防
災
セ
ン
タ
ー
で
操
作
説
明
会 

地
震
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
推
進
す
る
研
究
体
制
が
整

い
ま
し
た
。
近
く
、
セ
ン
タ
ー

と
設
置
企
業
を
結
ぶ
防
災
端
末

が
本
格
稼
働
し
ま
す
。 

 

防
災
端
末
（
写
真
㊤
）
は
、

三
河
地
区
の
企
業
、
事
業
所
な

ど
約
三
十
カ
所
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
防
災
セ
ン
タ
ー
に
気

象
庁
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
地
震

情
報
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
企
業
な
ど
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
伝
達
さ
れ
、
企
業
な
ど
が

従
業
員
の
家
族
も
含
め
迅
速
に

被
害
防
止
措
置
な
ど
を
講
じ
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。 防災端末設置企業を対象にした操作説明会 
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中
部
九
県
の
「
き
ら
り
と
光

る
教
育
実
践
」
に
贈
ら
れ
る
第

三
十
七
回
「
中
日
教
育
賞
」

に
、
愛
工
大
名
電
高
校
野
球
部

の
倉
野
光
生
監
督
（
46

）
ら

 

名
電
高
校
吹
奏
楽
部
は
十
一

月
二
十
日
、
大
阪
市
の
大
阪
城

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
第
十
八
回

全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
で
「
金
賞
」
を
獲
得
、
こ
の

 
倉
野
名
電
高
校
監
督
に
中
日
教
育
賞 

 
 

「
野
球
と
合
宿
生
活
通
じ
た
人
間
教
育
」
評
価 

四
団
体
と
七
個
人
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
倉
野
監
督
の
受
賞
理
由

は
「
野
球
と
合
宿
生
活
を
通
じ

た
人
間
教
育
」
。
贈
呈
式
は
十

月
二
十
六
日
に
名
古
屋
市
中
区

の
中
日
パ
レ
ス
で
行
な
わ
れ
、

大
島
寅
夫
中
日
新
聞
社
長
が
受

賞
者
一
人
ひ
と
り
に
額
入
り
の

表
彰
状
を
手
渡
し
た
あ
と
、
倉

野
教
諭
が
代
表
し
て
「
教
育
の

大
切
さ
と
皆
さ
ん
の
期
待
は
計

り
知
れ
ず
、
責
任
の
重
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。 

 

倉
野
教
諭
は
愛
工
大
名
電
、

愛
工
大
で
捕
手
。
一
九
八
一
年

に
母
校
の
コ
ー
チ
と
な
り
、
米

大
リ
ー
グ
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ

ロ
ー
選
手
ら
を
指
導
、
九
七
年

に
監
督
就
任
。
創
部
五
十
年
目

の
昨
春
、
四
年
連
続
八
回
目
の

選
抜
出
場
で
初
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
野
球
は

生
活
だ
。
生
活
が
野
球
だ
」
。 

 
 

名
電
高
校
野
球
部
に 

 

「
中
部
ス
ポ
ー
ツ
賞
」 

 

一
年
を
通
じ
て
ア
マ
チ
ュ
ア
ス

ポ
ー
ツ
界
に
貢
献
し
た
個
人
と
団

体
に
贈
ら
れ
る
「
中
部
運
動
記
者

ク
ラ
ブ
」
の
平
成
十
七
年
「
中
部

ス
ポ
ー
ツ
賞
」
で
、
春
の
選
抜
高

校
野
球
初
優
勝
の
愛
工
大
名
電
高

校
野
球
部
が
「
正
賞
」
に
輝
き
ま

し
た
。
十
二
月
八
日
に
表
彰
式
が

あ
り
、
桜
井
正
一
校
長
を
は
じ
め

織
田
秀
彦
部
長
、
倉
野
光
生
監
督

そ
れ
に
柴
田
亮
輔
主
将
、
佐
々
木

孝
徳
副
主
将
が
出
席
し
て
賞
状
と

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
ま
し
た
。 

受
賞
を
顕
彰
す
る
学
園
表
彰
が

十
二
月
二
十
日
午
後
、
高
校
北

館
東
校
舎
２
階
の
多
目
的
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

受
賞
者
は
吹
奏
楽
部
員
七
十

三
人
と
顧
問
の
伊
藤
宏
樹
教

諭
、
鳥
山
竜
一
教
諭
、
梶
山
宇

一
講
師
。
後
藤
淳
理
事
長
か
ら

伊
藤
顧
問
ら
に
賞
状
が
贈
ら
れ

た
あ
と
、
吹
奏
楽
部
員
を
代
表

し
て
橋
本
和
久
君
と
奥
田
彩
可

さ
ん(

と
も
に
３
年
）
に
賞
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
＝
写
真
。 

 

全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
に
は
、
全
国
十
一
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
選
ば
れ
た
五
十
四
団
体

が
パ
レ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
と

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
部
に
出

場
。
名
電
高
校
吹
奏
楽
部
は
、

パ
レ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
で
金
賞

十
一
校
の
中
に
入
り
ま
し
た
。 

【ものづくり岐阜テクノフェア】    
 ９月30日から３日間、岐阜市長良福光の岐阜メモ

リアルセンターで開かれた「ものづくり岐阜テクノ

フェア2005」に、愛工大工学部電気学科・鳥井昭宏

助教授が「圧電素子と電磁石を用いた精密動作」

（レーザと位置検出素子を用いた精密計測）、機械

学科・戸伏壽昭教授が「形状記憶材料の機能特性」

（形状記憶合金と形状記憶ポリマーの機能特性と応

用例を示す）、都市環境学科・正木和明教授が「防

災システム紹介パネル」（小型地震計などの活用）

をテーマに出展、研究成果を紹介しました。 

【産学交流テクノフロンティア2005】 
 “技術が拓く、明日のビジネス！”がテーマ。愛

知県、名古屋市、名古屋商工会議所による実行委員

会の主催で10月26日から３日間、名古屋市千種区の

名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）で開かれ

ました。愛工大からは工学部都市環境学科・尾形素

臣教授の研究室が「鉄筋の新しい接合方法｣、機械

学科・加藤厚生教授の研究室が「いもむし型探索ロ

ボットＡＩＴ Ｒebo」、電気学科・鳥井昭宏助教

授の研究室が「圧電素子を用いた精密移動機構およ

び計測装置」の３研究を出展しました。 

【第14回名古屋モーターショー】 
 11月17～20日の４日間、名古屋市港区金城ふ頭の

ポートメッセなごや（名古屋市国際展示場）で開か

れ、１号館で同時開催された「ＩＴＳ（高度道路交通

システム）特別企画展」に工学部電気学科・古橋秀夫

助教授の研究室が“鉄人28号”などを出展しました。 

 ＩＴＳ特別企画展会場は１号館の４分の１のスペー

スを使い、“まちづくり”“環境”“安全・安心”な

ど８ゾーンが設けられました。愛工大は“ものづくり

ゾーン”に出展し、ディスプレイ操作で動く“鉄人28

号”（写真）に子どもたちだけでなく、大人のロボッ

トファンの人気が集まっていました。またデモンスト

レーション用

の特設ステー

ジでは、自慢

のロボット８

体による「ロ

ボ ッ ト バ ト

ル」のイベン

トもあり、盛

り上がってい

ました。 

中日教育賞を受ける倉野監督＝中日新聞提供 

高校吹奏楽部を学園表彰 
全
国
マ
ー
チ
ン
グ
で
金
賞 

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
「
技
術
力
」
Ｐ
Ｒ 
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好評博した「21世紀・万博大学」  
    全13講座 ３会場で214人に修了証を贈る 
 

 愛知万博（2005年３月25日～９月25日）に合わせ、愛知工業大学

が主催した市民公開講座「21世紀・万博大学」は９月10日、メイン

の万博長久手会場エクスポホールをはじめ名古屋市千種区の愛工大

本山キャンパス、愛工大名電高校に開設された両サテライト教室の

合わせて３会場で「閉学式」を行い、好評裡に13回の全講座が終了

しました。３会場では、計214人に修了証が贈られ、このうち87人は

13講座すべて受講の「皆勤」でした。エクスポホール会場では、閉

学式後、受講者や関係者らが講師の哲学者・梅原猛氏を囲んで記念

写真に収まり（写真）、13回の講義を懐かしんでいました。 

万博協会から「感謝状」届く 
名古屋電気学園と愛工大に 
 財団法人「2005年日本国際博覧会

協会」（豊田章一郎会長）から昨年

末、名古屋電気学園（後藤淳理事

長）と愛知工業大学（後藤泰之学

長）に感謝状などが贈られました。

2200万人を超える観客を動員し、大

成功のうちに閉幕した愛知万博。学

園と大学では「21世紀・万博大学」

の開催をはじめ「レスキューロボッ

ト」や「ＬＥＤ発光風車」を出展し

たほか、大学敷地の一部を瀬戸会場

用地として提供するなど、多面的な

協力が感謝状になったようです。 

◇東海学生駅伝で愛工大Ａ・Ｂが健闘 
 第67回東海学生駅伝競走大会が12月４日、愛知県武豊町・

記念緑地公園－半田市・半田運動公園陸上競技場間の知多半

島を１周する７区・63.7㌔のコースで行われました。オープ

ン参加の４チームを含め、東海４県から19チームが出場。前

回、同タイムの“胸差”で２位に甘んじた愛工大Ａが雪辱を

期して頑張りましたが、３時間21分50秒のタイムで３位に終

わりました。しかし、オープン参加の愛工大Ｂが３時間27分

43秒でゴールイン、“５位”の健闘を見せました｡ 

 今大会からスタート・ゴール地点が変更となった上、あい

にくの雨というコンディション。愛工大Ａは１区で６位と出

  愛工大Ａ 愛工大Ｂ 

区間 距離 選手 タイム 選手 タイム 

１区 ８.５㌔ 清水 翔太① 26分38秒 柴田 雅也① 26分59秒 

２区 10.６㌔ 徳山 雄太④ 32分33秒 鳥羽 邦彦① 33分37秒 

３区 ８.１㌔ 吉田 士恩① 25分35秒 高井 浩二④ 26分08秒 

４区 ８.３㌔ 望月 裕也② 26分29秒※ 日下部吉彦② 27分26秒 

５区 10.３㌔ 牛山 純一④ 32分23秒※ 川野 幸大② 34分04秒 

６区 ９.３㌔ 山内 広幸③ 30分03秒 荒波 順一③ 30分55秒 

７区 ８.６㌔ 中嶋  章③ 28分09秒 羽根 啓介③ 28分34秒 

◇「瀬戸近郊」では大学・高校がアベック優勝    
 第54回瀬戸地方近郊駅伝競走大会が12月11日、瀬戸市上本町

の市民公園を発着点とする特設コースで行われました。男子１

部（中学生以上＝５区間・20.1㌔）に出場した愛工大単独の

「大学コンソーシアムせと」Ｃチームが２位に１分余の差をつ

ける大会新で優勝、Ｂチームが２位、Ａチームが４位に入りま

した。区間賞も、全区をＡ～Ｃチームで独占しました。 

 また、男子３部（高校陸上部＝５区間・20.1㌔）に出場した

愛工大名電Ｂは、大会新記録で５年連続の優勝を飾りました。

さらに愛工大名電Ａが２位、愛工大名電Ｃが４位と続き、１部

同様、全区間賞を愛工大名電Ａ・Ｂで独占しました。 

“モリコロ”３月末まで使用可に 
 名古屋電気学園は、愛知万博でブレークした「モリゾーとキッコ

ロ」のキャラクター・イメージ（写真）を、ことし３月31日まで使

用できることになりました。「万博協会」に提出していた延長使用

の申請が認められたもので、この「学園だより」など学園を広報す

るための「制作物」、無償配

布するものに限って使用が可

能となりました。あとしばら

く、可愛がって下さい。 

遅れ、４区と５区では区間新記録の走りで追い上げましたが、

およびませんでした。一方、愛工大Ｂは10位スタートから着実

に順位を上

げ、５ 番 目

のゴールを

果たしまし

た。両 チ ー

ムの記録は

表の通りで

す（※ 印 は

区間新）。 武豊町・記念緑地公園をスタートする選手たち 

◇
第
12

回
＝
涌
井
雅
之
氏
◇ 

◇
最
終
回
＝
梅
原
猛
氏
◇ 
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◇愛工大が東海学生１部昇格（バスケットボール） 
 昨年秋のバスケットボール東海学生２部リーグで、愛工大は

７戦全勝で優勝し、岩山伸司君（経営情報科学部経営情報学科

３年）が最優秀選手、久野良造君（工学部電気工学科４年）が

優秀選手に選ばれました。また10月29、30日に行なわれた１部

リーグとの入れ替え戦で、愛工大は１部６位の常葉学園大に

80-72、80-71で連勝、１部リーグへの昇格を決めました。 

◇サッカー部も東海学生２部へ昇格 
 昨年秋、愛工大は愛知学生サッカーリーグ決勝トーナメント

決勝戦で東邦学園大を 1-0 で破って優勝。また愛知、岐阜、

三重、静岡県の各県リーグ１位によるトーナメントでも、浜松

医大に 3-0 で勝って優勝を飾りました。この結果を受け、11

月５日に行なわれた東海学生サッカー２部リーグ入れ替え戦で

は、最下位の東海大学海洋学部を 2-1 で退け、県リーグから

２部リーグへの昇格を勝ち取りました。  

◇梶本選手（愛工大）クラウンズ出場ならず 
 ゴルフトーナメント・中日クラウンズ出場をかけた第44回中

部日本ゴルフマスターズ選手権は11月10日、岐阜県可児市の日

本ラインゴルフ倶楽部西コース（6850ヤード、パー72）で開幕

し、梶本康太郎選手（経営情報科学部経営情報学科４年）は初

日４バーディー、１ボギーの69で回り、首位に立ちました。し

かし、最終日は２バーディー、３ボギーの73とスコアを伸ばせ

ず２位に終わり、クラウンズ出場はなりませんでした。 

◇名電・柴田主将を３巡目に指名（オリックス） 
 高校生対象のプロ野球の新人選択

（ドラフト）会議が10月３日、東京都

内のホテルで開かれました。オリック

スが愛工大名電の柴田亮輔主将（遊

撃）を３巡目に指名し、名電高では柴

田選手の記者会見が行なわれました＝

写真。桜井正一校長、織田秀彦部長、

倉野光生監督とともに会見に臨んだ柴

田選手は「僕はホームランをがんがん

打つタイプではないので、これから

しっかり体をつくり、足を生かしてプ

レーできる選手になりたい」などと抱

負を語りました。 

◇中部日本学生スキーで９連覇 
 スキーの第51回中部日本学生選手権大会が１月８～11日、

長野県白馬村の岩岳スキー場に18大学の140選手が参加して

開かれました。男女各６種目が行われ、愛工大は男子一部で

総合得点117点を獲得、９連覇を果たしました。２位は信州

大の80点。個人成績は、三浦健太郎選手（電気工学科３年）

がアルペンの回転で優勝、大回転で２位、スーパー大回転で

４位に入る健闘を見せました。西裕之監督の話「部員10人が

一丸となって勝ち取った優勝だけに、とてもうれしい」。 

2005年秋冬 学園イベント アラカルト 

◇
第
25

回
愛
工
大
駅
伝
大
会
◇ 

◇
第
45

回
愛
工
大
祭
◇ 

◇
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
◇ 

◇
名
電
高
校
総
合
体
育
祭
◇ 

◇
情
報
電
子
専
門
学
校
の
ク
リ
ス
マ
ス
電
飾
◇ 

◇附属中学校学校祭◇ 

 １年生の有志約30人が、
「学校をもっと目立つよう

に」と玄関ホールに製作・

展示しました。高さは約

５㍍で、幅は約２㍍です。 

 

10
月
末
に
名
古
屋
市
港
区
で

開
催
。
生
徒
数
が
多
く
、
全
校

生
参
加
は
初
め
て
の
試
み
。 

 

中
高
一
貫
コ
ー
ス
に
な
っ
て
６
回

目
は
10

月
末
の
開
催
。
ク
ラ
ス
展

や
校
庭
を
飛
ぶ
ロ
ケ
ッ
ト
も
登
場
。 

 「フェニックス（不死

鳥）」がテーマの第45回

愛知工業大学大学祭。10

月15、16日をメインに開

かれ、模擬店やコンサー

トなどで賑わいました。 

 16日にはオープンキャ

ンパスも開かれ、進路決

定の参考にする高校生ら

で大盛況でした。地震体

験には人気集中です。 

 11月８日は第25回愛工

大駅伝大会。恒例の大畑

小児童によるリレーも。 
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◇附中の２年生 平成12年から実施している「野

外教育活動」の一環として10月26日～28日の３日

間、５人の先生に引率された生徒101人が富士山麓

の山梨県清里｢キープ自然学校」で合宿生活を体験

しました。八ヶ岳高原の豊かな自然に触れ、共同

生活を通して協調や協力の大切さを子どもたちに

知ってもらおうというものです。合宿期間中、生

徒たちは乳しぼりなどの酪農をはじめ、自然観察

とゲームを

組み合わせ

たハイキン

グやクラフ

トづくりな

どを体験、

夜は星空を

観察したり

しました。 

カ
ナ
ダ
で
夏
季
語
学
研
修 

中
国
へ
初
の
修
学
旅
行 

インターンシップに参加 

富
士
山
麓
で
研
修 

中山陵前で記念写真に収まる生徒たち 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
付
け
て
作
業
体
験 

恐る恐る乳しぼりを初体験をする生徒たち 

 

次
代
を
担
う
若
者

た
ち
に
、
見
聞
を
広

め
、
積
極
的
に
世
界

へ
飛
び
出
し
て
行
っ

て
も
ら
お
う
と
、
名

古
屋
電
気
学
園
の
各

設
置
校
で
は
、
様
々

な
機
会
を
と
ら
え
て

学

生
・
生

徒

を
「
研

修
の
場
」
に
送
り
出

し
て
い
ま
す
。 

若さを磨く！ 

語
学
研
修
の
あ
と
は
大
自
然
を
満
喫 

◇
名
電
高
校
の
一
～
三
年
生 

  

生
徒
二
十
人
と
引
率
教
師
二

人
が
七
月
二
十
四
日
か
ら
十
六

日
間
、
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー

バ
ー
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
（
Ｕ
Ｂ
Ｃ
）
で

キ
ャ
ン
パ
ス
や
宿
泊
施
設
を
利

用
し
た
二
回
目
の
「
夏
季
語
学

研
修
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
到

着
二
日
目
か
ら
会
話
や
文
法
、

読
解
力
な
ど
英
語
を
み
っ
ち
り

勉
強
、
多
く
の
宿
題
も
こ
な
し

ま
し
た
。
期
間
中
、
シ
ア
ト
ル

ま
で
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
試
合
を

見
に
入
っ
た
り
、
帰
国
直
前
に

は
ビ
ク
ト
リ
ア
な
ど
カ
ナ
ダ
の

大
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

◇附中の中高一貫コース５年生（高２） 

 生徒37人と引率の桜井正一校長ら３人の計40人

が11月15日から、４泊５日で中国の南京、蘇州、

上海の３市を見て回りました。新型肺炎（重症急

性呼吸器症候群＝サーズ：ＳＡＲＳ）の流行で中

止になるなど、３年ごしの計画がやっと実現した

ものです。中山陵（南京市）、拙政園（蘇州市）

といった史跡見学をはじめ、愛工大の姉妹提携

校・東南大学の付属中高一貫校「南京第九中学

校」を表敬訪問、交流を深め合いました。上海で

は、夜に「上海雑技」も楽しみました。桜井校長

の感想は「旅行に行く前とあとでは、生徒の顔つ

きが違っていた。見聞きし、体験したことはいつ

か、きっと役に立つはずです」。 

◇
大
学
三
年
中
心
に
一
五
八
人 

  

大
学
生
が
就
職
前
に
企
業
の

実
態
を
学
ぶ
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
は
年
々
、
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
愛
工
大
で
も

平
成
九
年
度
か
ら
制
度
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
平

成
十
七
年
春
秋
の
参
加
者
は
三

年
生
を
主
体
に
過
去
最
多
の
百

五
十
八
人
を
数
え
ま
し
た
。
体

験
企
業
は
地
元
東
海
地
方
が
中

心
で
、
東
は
関
東
、
西
は
四
国

に
広
が
り
、
日
本
の
海
外
法
人

な
ど
で
の
研
修
も
年
々
増
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

体
験
の
中
身
は
製
造
業
や

サ
ー
ビ
ス
業
、
電
柱
に
登
っ
た

り
旋
盤
を
動
か
し
た
り
と
様
々

で
、
万
博
が
開
か
れ
た
昨
年
は

イ
ベ
ン
ト
関
連
企
業
の
人
気
が

高
か
っ
た
よ
う
で
す
、 

 

ア
ス
ベ
ス
ト
に
フ
ェ
ロ
シ
ル

ト
、
耐
震
強
度
偽
装
問
題
に
証

券
取
引
所
の
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン

な
ど
な
ど
▼
昨
年
は
普
段
「
思

い
も
し
な
い
」
こ
と
が
立
て
続

け
に
起
き
、
「
想
定
外
」
が
流

行
語
に
す
ら
な
り
ま
し
た
▼
マ

ス
コ
ミ
で
も
、
報
道
陣
の
前
で

頭
を
下
げ
る
幹
部
の
写
真
・
映

像
が
何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
▼
あ
る
時
ま
で
「
想
定

外
」
だ
っ
た
こ
と
で
も
、
何
か

を
き
っ
か
け
に
「
想
定
の
範
囲

内
」
と
し
て
対
処
を
迫
ら
れ
る

こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
▼
「
想

定
外
」
に
な
り
そ
う
な
事
態
を

で
き
る
だ
け
事
前
に
掌
握
し
、

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
な
い
よ
う
に

す
る
の
が
企
業
な
ど
の
「
危
機

管
理
」
で
し
ょ
う
▼
「
そ
の
時

の
情
報
が
正
確
で
あ
っ
て
も
、

対
応
を
間
違
え
る
と
大
変
な
こ

と
に
な
る
」
い
い
例
か
も
知
れ

ま
せ
ん
▼
ま
し
て
「
情
報
が
正

し
く
な
け
れ
ば
」
、
「
対
応
を

間
違
え
る
」
危
険
性
は
高
ま
り

ま
す
▼
日
本
の
「
少
子
化
」
は

「
想
定
外
」
の
速
さ
で
進
み
、

政
府
の
対
策
が
効
果
を
上
げ
る

の
は
ま
だ
先
の
こ
と
に
な
り
そ

う
で
す
▼
「
大
学
全
入
時
代
」

の
直
前
に
私
た
ち
教
育
界
の
人

間
は
、
「
想
定
外
」
に
な
ら
な

く
て
済
む
た
め
に
何
を
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
（
柳
） 


